
2019年 7月 29日 

質問回答 

全世界基礎研究「人材育成奨学計画（JDS）事業の効果検証」 

（公示日：2019年 7月 17日／公示番号：19a00278）について、質問の回答は以下のとおりです。 

 

通番号 当該頁項目 質問 回答 

１ 3頁 (6)見積書  2) e) 

限られた実施期間内で迅速な実施を図るため

に、定量的効果把握の為の追跡調査を再委託で

はなく傭人契約により実施することは可能でし

ょうか。可能である場合、それに関わる費用を

別見積りとしてよいでしょうか。 

追跡調査については再委託ではなく傭人

契約により実施することも可能です。その

場合は費用を見積に含めてください。 

２ 

① 11頁 4.実施方針及び留意事項 (1) 

② 12頁 5.業務の内容 (2)② 

③  14 頁  第 4 業務実施上の条件 

1.(3) 

2 回の検討会のうち、初回のタイミングについ

てそれぞれ以下の通り書かれています。 

①「検討会は、2 回（業務計画書提出時（現地

調査派遣前）、…（以下略）」 

②「作成した調査計画案について、JICAが開催

する検討会において、…（以下略）」 

③「検討会は、業務計画書提出後（2019 年 10

月）、…（以下略）」 

 

初回検討会は業務計画書提出時（2019年 9月）

ではなく、国内／現地調査計画書提出時（後）

（10月）と理解してよろしいでしょうか。 

 

初回検討会は業務計画書提出時（2019

年9月）ではなく、国内／現地調査計画書

提出時（後）（10月）を想定しています。 



３ 11頁 4．実施方針及び留意事項（5） 

国内関係者への聞き取り調査の対象として、首都

圏及び地方の12大学研究科程度が想定されてい

ます。本説明書において想定される訪問先は未記

載のため、本国内調査に係る旅費・交通費につい

て、見積書での計上は不要という理解で宜しいで

しょうか。 

大学研究科への聞き取り調査については

旅費・交通費を見積もりに含めてくださ

い。対象とする研究科は現在 JDS留学生

の受入人数が多い研究科を中心に想定

しています。現時点では首都圏以外では

国際大学、広島大学、立命館大学、九州

大学等を想定しています。 

４ 15頁 5．その他留意事項② 

バンングラデシュ現地調査では、コミュニケーショ

ンツールを複数確保することが推奨されておりま

す。この経費は、他国の通信費とは別に、安全対

策経費として「別見積もり」に計上すると理解して

宜しいでしょうか。 

安全対策経費として別見積もりとしてくだ

さい。 

 

以 上 


